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【製品に関するお問合せ】 【本セミナーに関するお問合せ】

Mass photometry法は1分子観察をベースとした、新しい分子量分
布の測定技術です。
完全溶液系の計測方法でサンプルの標識や固定化が不要、緩衝液の
制限もほとんどありません。一般的な計測時間は約2分間、短時間
で溶液中の分子量分布が取得可能です。
誰もが簡単に、短時間で、さらにごく微量のサンプルで溶液中の分
子量分布が取得可能です。つまり、これまでのSDS-PAGE、SECク
ロマトグラフィー、DLS等で得られるデータが、わずか2分で取得
可能になります。
また、分子量分布の解像度の高さから、溶液中での複合体形成の様
子や相互作用解析への応用が期待されています。
本セミナーではこの新しい測定装置の「Refeyn」について、装置
の概要とともに、最新の測定データを交え、その活用方法について
ご紹介いたします。

日時
2023年1月11日 13：30～（約1.5時間）

セミナータイトル
「Mass photometry法分子量分布測定装置
Refeynシリーズのご紹介」

申し込み
以下のリンクないしはQRコードよりご参加ください
https://forms.gle/4NHy6A9buCkgMa6b8
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2018年にスタートしましたRefeyn Ltd.は、2022年4月に、日本市場において更なる事業展開と
サポート強化のため、これまで事業協業をおこなっていたライフサイエンスソリューションズ株式会社
から事業譲渡を受け、2022年4月、我々はレフェイン・ジャパン株式会社を設立いたしました。
セールスおよびテクニカルサポートの専任者を設置し、mass photometry法ならびにRefeyn

シリーズの各製品の日本市場への更なる展開を行いたいと思います。今後も変わらずのご愛好いただき
ますよう、お願い申し上げます。

2022年4月、Refeyn Japanが発足しました

Mass Photometryを用いたアプリケーション事例

MP法による治療用モノクローナル抗体の分子量分布 新型コロナウイルス（SARS-CoV2）スパイク蛋白質の分子量分
布（上）と、ACE2との相互作用による複合体の分布（下）
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